
校務改善への取組事例 
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ための実践 

さらなる 

発展に 
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１    ２    ３    ４    
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昭和５１年開校  
１２学級 ３７９人 
 
平成３０年現在 
（開校４３周年） 

１９学級 ６２７人  

稲城市立稲城第七小学校 学校概要 １    
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 年 代 男 女 

２０代 ４ ３ 

３０代 ２ ４ 

４０代 １ ３ 

５０代以上 ２ ５ 

校長 安藤みはる  全職員数 約５０名 
           （講師、市職含む） 

教員構成（臨任含む） 

人権尊重の教育を基調とし、人間性豊かな児童の育成を目指す 
「夢・希望  考える子・思いやりのある子・ねばり強い子」 

 

学校目標 

平均４０．５歳 

学校概要 １    
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 一人の教員が教科を上手に教え、生活指導とすべて
の児童生徒に関わる事務手続きをし、防犯や防災に気を
つけながら、一人一人のアレルギーをチェックし、ＡＥ
Ｄを使えるようにし、環境教育や情報教育に慣れ、福祉
ボランティア教育と国際理解教育を教え、さらに食育に
も消費者教育にも気を配り、尖閣諸島や北方領土への意
識を盛りたてて、日本人としての誇りを持たせ、おまけ
にスポーツ指導や部活を担当しながら、要望が強くなり
がちな保護者の声に応える……なんて、一人の人間がや
ることとして、明らかに無理があります。 

東京都の元民間人出身校長 藤原和博氏の
著書『負ける力』から引用 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    
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きん                        勤務時間 

８：１５                                         １６：４５ 

時間外勤務 休憩 

英語授業 

プログラミング教育
のための研修 

主体的・対話的で
深い学びの実践 

時数増 
配慮児童増 
要望増   置き去りにされている

大事な教員の業務 

校内の教員の実態 改善前の本校の現状と課題 
 

２    
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４７分 
30歳以下の教員が15.2％→25.7％に増加 

文部科学省「教員勤務実態調査」 
Ｈ１８～Ｈ２８に増加した 

教員の学内勤務時間 
 

学習指導要領の改訂で週当たりの時数増 

４７分増は多い？ 少ない？ 
→後回しになっている大事な業務は？ 

統計調査より 
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改善前の本校の現状と課題 
 

２    



働き方改革 時間外勤務 過労死ライン 

不十分な労務管理 メンタルヘルス 

かけ声や空論だけで終わらないよう、
実効性のある改善方策を校内で推進 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    統計調査より 
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①文部科学省「教員勤務実態調査」 
〈平成28年～29年調査、平成29年一部を速報値として公表、30年9月確定値公表〉                     

勤務時間が長い傾向の教員（全体） 

年齢が若い 男性 担任学級児童生徒数が多い 

通勤時間が短い 

校務分掌数が多い 

教務主任・学年主任教科主任 

６歳児未満の子供がいない 

特別支援教育コーディネーター 

現在校勤務年数が短い 

統計調査より 改善前の本校の現状と課題 
 

２    
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教員１人当たり児童数が多い 通常学級数が少ない 

ノー残業デー実施回数が少ない 

通勤時間が短い 

平均年齢が若い 

子供がいない教諭が多い 土日に行事がある 

研究指定校である 

統計調査より 改善前の本校の現状と課題 
 

２    

教員の勤務時間が長い傾向の小学校 

①文部科学省「教員勤務実態調査」 
〈平成28年～29年調査、平成29年一部を速報値として公表、30年9月確定値公表〉                     
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だいたい何時頃退勤 
していますか？ 

校内アンケートより 改善前の本校の現状と課題 
 

２    
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働き方改革を推進する
ために、校務改善は 
必要ですか？ 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    校内アンケートより 
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勤務時間の中で時間的・労力的に負担を
感じるのはどの項目ですか？ 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    校内アンケートより 
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改善前の本校の現状と課題 
 

２    校内アンケートより 

逆に勤務時間の中でもっと時間をかけた
い項目はどれですか？ 
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項目 負担感の強い業務 もっと時間を 
かけたい業務 

授業 ０ １０ 

授業準備、教材研究 ３ １９ 

授業以外の学級事務 

（会計、集計作業など） 
１３ １ 

成績処理 ８ ６ 

保護者対応 １０ １ 

教務事務 １２ １ 
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改善前の本校の現状と課題 
 

２    



勤務時間内で終わらせるという意識改革。その意識の中での
提案や運営を行っていく必要がある。「残業が当たり前」で
はなく「残業をしないように」働く。定時以降に残って働く
ことに意味があるのではなく、何を優先してやるのか取捨選
択して仕事をしていくこと。 
すべては児童に還元されるのであり、十分に還元できない 
のであれば組織運営を改善していくべきと考える。 

校務改善に関する自由記述 

『推進』するだけでなく「○○を～する」等、具体的に示し
た方が気兼ねなく実施できると思います。 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    校内アンケートより 
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授業準備以外の学級事務のアウトソーシング 

・会計業務は教員は行わない。 
・勤務時間以外は電話にでない。(留守電にする)              
・日直による校内見回りをやめる。警備員の配置 

教育委員会等への提出する書類やアンケートの集計等が軽減
されると，教員の本来の仕事である授業準備に時間を費やす
ことができると思う。 

校務改善に関する自由記述 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    校内アンケートより 
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改善前の本校の現状と課題 
 

２    

◆業務改善、校務改善について必要性を感じてはいるが、
どんな改善をどのようにしたら良いのかが分からない。 

◆教育課程全般で「特色として労力をかけていきたい教育
活動や業務」と、「思い切って削減する教育活動や業
務」に分ける作業がなかなか進まず、校内で校務改善の
方向性を共有するに至っていない。 

◆新しい教育課題への取組や、日々の生活指導の対応を優
先するため、児童会活動の指導や校務分掌、安全管理・
危機管理など、学級経営・教科指導以外の大事な業務が
後回しになってしまう傾向が見られる。 

校務改善の方向性 
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○役割分担の明確化や経営支援部など組織改編、人材育成を主 
 としたＯＪＴ等校内体制の強化による校務軽減策 

各報告書に示されている校務改善や業務改善のガイドラインには… 

○ＩＣＴ機器や校務支援ソフトの導入、サーバの集中管理による  
 校務軽減策 

○教員の増員や支援員の補充など人的補佐を軸にした校務軽減策 

自治体関係なく、学校単位でもすぐに実践が可能 
今学校にある人的資源、物的資源を最大限に生かす  プラス 

○役割分担の明確化や経営支援部など組織改編、人材育成を主 
 としたＯＪＴ等校内体制の強化による校務軽減策 

改善前の本校の現状と課題 
 

２    校務改善の方向性 
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本校初任者や経験１０年以下の教員が半数を超える 
 
学校の伝統や地域交流の継承 未来に向けさらなる発展 

 保護者の価値観・要望の多様化 増え続ける○○教育  

①削減、整理、統合できる業務を全校で洗い出し、やらなければ  

 ならない業務、そしてやりたい業務に専念できるよう､時間を 

 生み出し活かしながら。よりよい学校教育の充実を図る。  

②教職員の勤務外時間を減らし、心身の健康管理への留意と共に、  

 一人一人のライフワークバランスを推進する。 

稲城七小の校務改善目標 

校務改善の方向性 改善前の本校の現状と課題 
 

２    
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●「何のために校務改善を推進するのか」を共有するための研修 

●学年や各分掌からボトムアップの形で校内提案や校内議論がで  

 きるような校内環境作り 

必要なことに費やすための時間を確保する 

「やめる・変える・捨てる」ことを恐れない 

課題解決のための実践 
 

３    

① 校務改善を学校全体の取組にするための啓発活動 
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●教育的意義のない行事はないが、目標達成や教育的効果  

 を最優先することを前提に、精選→「削減、取りやめ」  

 を敢行していく必要があると考えた。（劣後順位の発想） 

●これまで本校でも「行事の精選」は行ってきたが、 

 「前例踏襲の文化」からなかなか抜け出せていない。 

たてわり活動、全校遠足、子供祭りを取りやめ 

特別活動はいつもやり玉 教科内容にも踏み込む 

課題解決のための実践 
 

３    

② 学校行事の削減 
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月に一度水曜５時間目をカットし、午前授業日を設定。
学級・学年で有効利用できるようにした。 

水曜日の職員夕会をやめ、夕会は月、金のみ校内メー
ル機能を活用し、不要な会議や打合せの時間や印刷物
を削減。主幹が定期的に「確認・遵守」 

課題解決のための実践 
 

３    

③ 主幹教諭からの提案による、教材研究や教材準備、   
  学年の打合せに充てる時間の確保 

 

会議資料は事前配布が原則で開始時刻に会議を始
め、終了時刻までに終えることを徹底 
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組織の見直しはそのまま会議の削減につながる。機能を保持し

ながら校務分掌の組織のスリム化を行った。 

教務部を廃止し、２人で一役を担う「教務事務」
を新設。若手、未経験者へのＯＪＴも兼ねる。 

課題解決のための実践 
 

３    

④ 会議や組織、校務分掌のシステム化 
 

○○部 △△委員会 教科部 

研究分科会 親睦会 

同じメンバー 同じメンバー 

同じメンバー 
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●部会の分掌暦を掲示し、教務事務や校務分掌の進捗状況、各

種報告書の締め切り等を可視化。運営委員会でも確認し、

進行管理の徹底を図ることで漏れや落ちの防止につながっ

ている。 

●見通しをもって計画的、効率的に校務を進めることで多忙感

を減少させた。サブリーダーの育成にもつながり、次年度

への引き継ぎも確実に行うことができる。反省集約後は直

ぐに次年度フォルダへ保存 

課題解決のための実践 
 

３    

④ 会議や組織、校務分掌のシステム化 
 

25 



26 



校内ルールをより確実により効率的に実施していくために改良
していくことで初めて、そのルールが「システム」化となる。 

   

●保管場所には物品画像を掲示し、「探す、戻す」時間の 

 短縮に成功。事務室とも連携し、「整理整頓が一番の時 

 間短縮」を校内に浸透。「それが当たり前」の校風に 

●校内パソコン内のフォルダを使いやすいように、削除、 

 整理、統合を定期的に実施。上記と同様、探す時間や保  

 存までの時間が短縮 

課題解決のための実践 
 

３    
 
⑤ 事務職員との連携による、備品や事務用品等の物品管理 
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課題解決のための実践 
 

３    
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課題解決のための実践 
 

３    
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課題解決のための実践 
 

３    
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現金徴収をしていた私費会計処理を保護者の振り込み方式

に変更。現金を扱うことがほぼなくなり、会計事故の未然

防止や会計処理の時間の短縮につながっている。 

手数料の負担、業者への払い込みなどで新たな問
題があり、対応策を検討中 

ネットバンキング、小切手、引き落とし方式など
今後も様々な形態の会計処理を模索する必要 

課題解決のための実践 
 

３    

⑥ 事務職員との連携による、私費会計のシステム 

   

検
討
の 

余
地
あ
り 
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２台目のプロジェクターを体育館専用にし、放送室
から運び出す時間と労力を微削減 

校務支援ソフト（指導要録、出席簿）を備品予算で
購入。手書きからデータ化へ。 

事務室のコピー機を校内LANでつなぎ、スキャナと
して有効活用 

課題解決のための実践 
 

３    

⑦ わずかな校内予算を使って… 
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組織改編や整理整頓だけでなく、締め切りを守る、時間を

守ることで担当者に迷惑を掛けないことも、校務改善の一

つである。 

「当たり前のことを当たり前に行う」職場の風土 

   →「負担感」減少へつながっている実感を得ている 

ハード面 
ソフト面 

外因的 
内因的 

有形 
無形 

課題解決のための実践 
 

３    

⑧ 校内のすべてのことが校務改善対象である 
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さらなる発展に向けて 
 

４    

主任教諭から  
印刷室整理の提案 

 
成果 
 
 

 

生み出された時間を
個別指導などに 

有効活用 
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校務改善をする（考える） 
時間もない… 

教員は日々の学校生活で学級・教科指導や

教材研究、行事準備等に追われています 

さらなる発展に向けて 
 

４    
 

これからの取組 
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①全教職員で校務改善に関する目標、意義の共有 

なぜ学校全体で校務改善が必要なのか 
生み出した時間の使い方  地域・保護者への説明 

②校内での重点取組方針の明示 

現状把握と改善点の重点化 どこから始めるか 
「捨てる、やめる、変える」ことへの転換 

③チームで取り組む校務改善 

事務室や地域も含めた役割分担や 
取組期間の明示 

さらなる発展に向けて 
 

４    
 

これからの取組 
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校務改善はあくまでも「手段・ツール」であり、「目的」で
はない。「持続可能」「質を落とさない充実した学校教育」 
 
保護者や地域への校務改善に関する発信が大事 
理解者、パートナーとして連携は重要 
 
校務改善の実態は千差万別。自治体、学校、個人ごとで違う。
学校の現状や教職員の特性を十分に把握し、自分の学校に必
要な校務改善マネジメントを推進 
 
ミドルリーダーからのボトムアップの定着､事務室等も含め
た校務改善の校風づくり 
 

さらなる発展に向けて 
 

４    
 

これからの取組 
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本校の職員がみんな早く帰るようになった！ 
午後○時までに帰るようになった！ 
仕事と家庭の両立！ 有意義な余暇！ 

在校時間内に、やるべきこと、やりたいこと
が終わるようになった！ 充実した学校教育 

さらなる発展に向けて 
 

４    

① 

② ① 

② 
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校務改善への取組事例 

稲城市立稲城第七小学校 副校長 緖方康裕 

働き方改革＝意識改革 
校務改善＝意識改善 

ご静聴、ありがとうございました 
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